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オープンへの想い・ビジョン

https://www.nippan.co.jp/news/

その他のリリース情報もチェック！

日販ホームページで、最新のニュースを

随時発信しております。

ご取材お待ちしております！

記事にご掲載いただける場合はご一報ください。

写真の無断転載はご遠慮いただきますようお願い致します。

日販リノベーション推進部

「YOURS BOOK STORE」が手掛ける書店
リノベーション推進部が手掛けるブランド「YOURS BOOK STORE」では、 「人と本をつないでいく。」をコ

ンセプトに、企画・選書・イベント運営・空間プロデュースといったブックディレクションサービスを通して、

クライアントの企業価値を高める様々なソリューションを提案しています。

例えばこれまで、ブックホテル「箱根本箱」、入場料のある本屋「文喫 六本木」などを手掛けてきました。こ

の2つの取り組みは、2019年度「グッドデザイン・ベスト100」を受賞しました。

今回は 「YOURS BOOK STORE」 が新たに手掛けている書店及び、プロジェクトリーダーのご紹介をします。

【 YOURS BOOK STORE 公式サイト】 https://yoursbookstore.jp/

「BOOK PARK miyokka!?」は、「ほんにふれる―ヨム・カク・ウゴク―」をコンセプトとする、書店（BOOK

STORE）とインドアプレイグラウンド（PLAY PARK）からなる、「家族のためのこれからの本屋」です。

本を通じた良質なインプット（ヨム）、アウトプット（カク・ウゴク）を書店・ライブラリーやアスレチック

などを通じて体験することができます。

当店舗は、日販「YOURS BOOK STORE」が企画、リブロプラスが運営を担当します。

家族のためのこれからの本屋

「BOOK PARK miyokka!?」
三重県四日市市に11月中旬オープン！

■店舗概要

店名 ：BOOK PARK miyokka!? イオンタウン四日市泊店

オープン日 ：2019 年11 月中旬予定

住所 ：〒510-0883 三重県四日市市泊小柳町4-5-1 イオンタウン四日市泊 2F

営業時間 ：10:00-21:00

PLAY PARK のみ10:00-19:00 ※入場は閉店の30 分前まで

定休日 ：イオンタウン四日市泊の定休日に準ずる

入場料 ：PLAY PARK のみ有料（金額未定）

公式サイト ：10 月下旬頃オープン予定

企画 ：YOURS BOOK STORE（日本出版販売株式会社）

施設運営 ：株式会社リブロプラス

※詳細は弊社プレスリリースをご覧ください

https://www.nippan.co.jp/news/miyokka_20190926/プロジェクトリーダー

■プロジェクトリーダー 平木より

「最近、本を読んだのはいつだろう？」

“家族のためのこれからの本屋”というコンセプトに至ったのは、3歳と0歳の息子の育児に追われる妻からの何

気ない言葉がきっかけでした。今のパパ・ママは忙しい。我が家も例にもれず、共働きのうえ育児を頼れる人

が近くにいない。どうしてもスマホに、育児の助けを求めてしまう…。

■WORKS

文禄堂早稲田店

文榮堂×山口大学地方創生プロジェクト etc..

▶文榮堂×山口大学 地方創生プロジェクト2019 山大生が本屋を経営する!?

https://www.nippan.co.jp/news/yamadai_buneidoproject_2019/

2011年入社。
大阪支店で書店営業を担当し、
2016年から現職。

平木 龍大（Hiraki Tatsuhiro）

ただ、子どもに「本を読んでほしい」と願う親はいまだに多いはずだ。子どもたちに良質な本を届けたい。

パパ・ママに本を読む時間と、子どもとともに学べる時間を提供したい。

そんな思いから「BOOK PARK miyokka!? 」は生まれました。決して本を読むことだけが読書じゃない。あそ

びを通してさまざまな本にふれ、新しい知識・学びに出会うことで、目の前の人ともっと繋がってほしい。

“家族のためのこれからの本屋“ 「 BOOK PARK miyokka!?」は、「ほんにふれる」ことで家族の日常に特別な

時間を提供します。日本で一番賑やかな本屋を目指します。

スマホによって、世の中は圧倒的に便利になった。手のひらから、いつでもどこでも世界の人と“つながれる”。

いつの間にかスマホは本に取って代わり、本は現代の人にとって身近なものではなくなったのかもしれない。

子どもが本を読む身近な環境は失われつつある。それは家庭に限った話ではなく、書店も同様だ。書店が1軒も

ない自治体は全国380にものぼる。
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